
第39回
日本クラブユースサッカー
選手権(U-15)大会報告



スタッフ 選手 ２０名（FP１８名 GK２名） ※U-１４が５名

監督

コーチ

コーチ

GKコーチ

トレーナー

社用車 １台

チームマイクロバス １台

【名前の横の数字は背番号】

久川 直裕

池田 昌弘

石川 龍太

田中 奨

内山 陽介

１ 金﨑 稀一

２ 塩田 マイケル

３ 朴 智陸

４ 松本 空

６ 今村 真二郎

７ 徳山 湧哉

８ 三好 優大

９ 西 翔生

１０ 尾嵜 智也

１１ 中辻 晴大

１２ 紙谷 勢虎  ※

１３ 山本 航太郎 ※

１４ 佐竹 海力

１５ 坪井 達哉

１６ 大西 蒼真

１７ 竹添 大祐  ※

１８ 榊原 帆高  ※

２０ 永添 功樹

２１ 坂田 康祐

２５ 眞木 琉之介 ※



スケジュール
８/８日（木） 移動日 伊丹空港→新千歳空港

９日（金） 前日練習

１０日（土） ①GL １３：００ｖｓ ソレッソ熊本

１１日（日） ②GL １３：００ｖｓ 横浜F・マリノス

１２日（月） ③GL １３：００ｖｓ 名古屋FC・EAST

１３日（火） 休息日

１４日（水） ④ラウンド３２ １３：００ｖｓ フレスカ神戸

１５日（木） ⑤ラウンド１６ １３：００ｖｓ 清水エスパルス

１６日（金） 休息日

１７日（土） ⑥準々決勝 １３：００ｖｓ FC岐阜

１８日（日） 敗退の為、移動日 観光 小樽港フェリー出発→

１９日（月） 移動日 →舞鶴港到着→マイクロバスにて帰阪





試合会場

北海道 （札幌市、小樽市、夕張市、栗山市）

栗山ふじスポーツ広場

夕張サングリンスポーツヴィレッジ

札幌サッカーアミューズメントパーク

東雁来公園サッカー場

白旗山競技場

小樽市望洋サッカー・ラグビー場

北海道コンサドーレ札幌東雁来グラウンド



出場チーム グループリーグ（予選）

1 柏レイソル 9 1 大阪市ジュネッスＦＣ # 1 ＦＣ東京むさし 7 1 ヴィッセル神戸 # 1 川崎フロンターレ生田 # 1 ＦＣラヴィーダ 6

2 北海道コンサドーレ札幌 1 2 太陽ＳＣ # 2 ＦＣフレスカ神戸 # 2 東京ヴェルディ # 2 セレッソ大阪 西 # 2 サンフレッチェ広島 #

3 大分トリニータ # 3 ＦＣフォーリクラッセ仙台 4 3 清水エスパルス # 3 パテオＦＣ金沢 # 3 アンフィニ札幌 2 3 ＦＣ.フェルボール愛知 #

4 大宮アルディージャ # 4 横河武蔵野ＦＣ # 4 ＦＣ琉球 # 4 Ｆ.Ｃ.コーマラント # 4 前橋ＦＣ # 4 モンテディオ山形庄内 5

1 ロアッソ熊本 # 1 松本山雅ＦＣ # 1 名古屋グランパス # 1 横浜Ｆ･マリノス 8 1 ＦＣ岐阜 # 1 ファジアーノ岡山 #

2 ジュビロ磐田 # 2 ベガルタ仙台 3 2 アリーバＦＣ # 2 ソレッソ熊本 # 2 サンフレッチェびんご # 2 フォルツァ‘０２ #

3 横浜ＦＣ # 3 カマタマーレ讃岐 # 3 ガンバ大阪 # 3 セレッソ大阪 # 3 シュートＪｒユースＦＣ # 3 サガン鳥栖 #

4 アイリスＦＣ住吉 # 4 鹿島アントラーズ # 4 ＦＣ東京深川 # 4 名古屋ＦＣ･ＥＡＳＴ # 4 ツエーゲン金沢 # 4 グランデＦＣ #

ＦグループＣグループ Ｄグループ

Ｈグループ

Ａグループ ＥグループＢグループ

Ｇグループ Ｉグループ Ｊグループ Ｋグループ Ｌグループ



出場チーム グループリーグ（予選）

４チームのリーグ戦 １２グループ 合計４８チームが参加

各地域 北海道２ 東北３ 関東１５ 北信越３ 東海６

関西７ 中国３ 四国２ 九州７

決勝トーナメント進出は各リーグ上位２チームと

各リーグ３位の中から成績上位８チーム、合計３２チーム

敗戦チーム（予選１６チーム）は即刻帰宅



２０２４年度 チームの目標、目的

◆絶対的な技術の獲得

◆他者を圧倒するフィジカルの強化

◆勝者のメンタルを養う

→理解、習得、実践、人間性（自主性）

→連続性、操作性、高強度

→行動、思考、感情のマネージメント



体を操る →個人技術、定期的なフィジカル測定、タイムも評価

頭を操る →考える力を養う、原理原則の理解、柔軟な対応力

心を操る →自分の力を常に全て発揮できる、仲間を信頼する余裕

相手を操る→観察眼、即興性、閃き、戦術の判断力、予測と自信

試合を操る→成功確率、役割把握、攻守に関わる、絶対的存在力

具体的に何を求めるのか？

世界のビッグクラブで活躍する選手の育成

【成績、国際的な人気、経営基盤、影響力】



全国大会において 選手の目標、目的

個人技術の挑戦

攻守においての
フィジカル面

実力の発揮
勝者のメンタリティ

技術力
判断力
対応力
継続力
理解力
行動力
思考力
抑制力
人間力



日程 キックオフ時間 対戦相手 結果 試合会場

8/10(土) 13:00 ｖｓ ソレッソ熊本

8/11(日) 13:00 ｖｓ 横浜Fマリノス

8/12(月) 13:00 ｖｓ 名古屋・EAST

２−０○ 栗山ふじ

２−１○ 夕張多広

０−０△ SSAP人工

グループリーグ（予選） 結果



決勝トーナメント 組み合わせ



決勝トーナメント 結果

日程 キックオフ時間 対戦相手 結果 試合会場

8/14(火) 13:00 ｖｓ フレスカ神戸

8/15(水) 13:00 ｖｓ 清水エスパルス

8/17(金) 13:00 ｖｓ FC岐阜

チームの結果

2024年 日本クラブユースサッカー選手権(U-15)大会

全国大会４８チーム中ベスト８ （準々決勝 敗退）

６試合 ４勝１敗１分 １２得点 ６失点

４−１○ SSAP人工

２−１○ SSAP人工

２−３● SSAP天然



成果と課題

成果  個人技術の挑戦 （発揮されれば通用）

常に６項目の意識、失敗と成功を繰り返す

高い水準の試合が彼らの基準を引き上げる

 原理原則の継続力、理解力

試合終了まで走り切る圧倒するフィジカル装備

コンパクトに統率された守備の距離感、攻守の関わり

 実力の発揮、勝者のメンタリティ

試合を重ねる毎に精神的に成長、安定、自信

実力を発揮出来た要因は、勝利への欲望



成果と課題

課題  成功確率が低い部分は取り組むべき最優先事項

 判断、対応スピードが遅く時間を無駄 体の向き

 １対１の守備、球際の強度、複数の守備選択肢

 予測と準備を、どこからどの様に何を観る理解

 意識の低さに個人差がある、人間力を含む

             欲望・会場の雰囲気・相手のプレッシャーに負ける

             他人に頼る、自信が持てない、絶対的存在力×



まとめ

目標を目指す事で良い方向に進む

 →永添が得点王を意識、自らが得点を奪う事だけに集中する

 周囲も永添にボールを集める事を自然と共有、信頼関係

目的を忘れる

 →勝利、相手を倒す、誰を倒す為に何を観て判断、何をする？

勝利への欲望が保守的になる

 →統率した守備で勝利を掴む事が個人の守備範囲を被らせた

ゴール・ボールを奪う意識が少なくなる

 →組織ではなく個で打開する相手に対して守備が遅れる



その他 【観光】

神威岬！

帰りのフェリー
で残りの宿題
に追われる！

天狗山
夜景！



その他 【観光】

近くの銭湯で
連戦の疲れを
癒す！

札幌の 時計台
お土産は定番の
白い恋人！

北海道神宮 参拝！



最後に

高い水準の試合が選手を成長させる、環境が質を向上！！

全国大会、海外遠征、カテゴリーアップ、スペトレ など

勝利への欲望が集中力を維持させて行動、思考、感情を操る

課題も多くあるが、それ以上の成長と変化をもたらしてくれた

選手達に大きな期待をすると同時に、応援とサポートをして

くださった皆様に感謝いたします。ありがとうございました。

今後とも彼らの活躍を見守ってあげてください。
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